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一
、
は
じ
め
に

田
辺
聖
子
は
、
多
種
多
彩
な
作
品
を
生
み
出
し
た
作
家
で
あ
る
が
、
軽
妙
な
大
阪
弁
に
よ
る

エ
ッ
セ
イ
や
現
代
の
恋
愛
小
説
が
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
も
ち

ろ
ん
、
『
新
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
古
典
文
学
に
取
材
し
た
作
品
や
『
文
車
日

記
―
私
の
古
典
散
歩
―
』
の
よ
う
な
古
典
を
紹
介
し
た
エ
ッ
セ
イ
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
田
辺
聖
子
の
古
典
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
を
示
す
作
品
と
捉
え
ら
れ
る

の
み
で
、
古
典
エ
ッ
セ
イ
と
田
辺
文
学
の
創
作
基
盤
と
の
深
い
関
係
性
を
見
出
す
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
考
察
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
古
典
文
学
（『
古
事
記
』）
に
取
材
し
た
最
初
期
の
作
品
と
し
て
『
隼
別
王
子
の
叛

乱
』（
一
九
六
一
年
六
月
「
の
お
と
」）
が
あ
る
の
だ
が
、
田
辺
聖
子
は
、
こ
の
作
品
と
同
様
の

題
材
を
「
女
鳥
の
姫
」
（
学
習
研
究
社
『
高
三
コ
ー
ス
』
）
や
「
風
わ
た
る
高
楼
」
（
一
九
七
一

年
三
月
「
小
説
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
）
と
し
て
発
表
し
、
さ
ら
に
古
代
の
文
化
と
生
活
の
精
査
に

基
づ
く
加
筆
と
改
稿
を
重
ね
て
、「
歴
史
と
人
物
」（
中
央
公
論
社
）
に
連
載
（
一
九
七
五
年
七

月
号
～
一
九
七
六
年
九
月
号
）
し
て
い
る
。
一
九
七
七
年
一
月
に
は
、
中
央
公
論
社
か
ら
単
行

本
・
『
隼
別
王
子
の
叛
乱
』
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
場
合
を
見
て
も
、
田
辺
文
学
に

お
け
る
古
典
接
取
は
、
一
作
品
に
限
る
発
想
や
方
法
と
い
っ
た
類
で
は
な
く
、
継
続
的
か
つ
発

展
的
に
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
と
い
う
有
り
様
が
窺
え
よ
う
。

田
辺
聖
子
の
作
品
の
中
で
、
古
典
関
連
の
主
な
著
作
（
単
行
本
）
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

『
文
車
日
記
―
私
の
古
典
散
歩
―
』（
一
九
七
四
年
、
新
潮
社
）

『
小
町
盛
衰
抄
―
歴
史
散
歩
記
―
』（
一
九
七
五
年
、
文
藝
春
秋
社
）

『
隼
別
王
子
の
叛
乱
』（
一
九
七
七
年
、
中
央
公
論
社
）

『
舞
え
舞
え
蝸
牛
―
新
落
窪
物
語
―
』（
一
九
七
七
年
、
文
藝
春
秋
社
）

『
新
源
氏
物
語
』
（
一
九
七
九
年
、
新
潮
社
）

『
お
ち
く
ぼ
姫
―
落
窪
物
語
―
』（
同
年
、
平
凡
社
）

『
私
本
・
源
氏
物
語
』（
一
九
八
〇
年
、
実
業
之
日
本
社
）

（1）

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
研
究
紀
要
第
一
〇
巻
（
二
〇
二
〇
）

研
究
論
文

田
辺
聖
子
の
古
典
エ
ッ
セ
イ

―
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
を
中
心
に
―

学
芸
学
部
国
文
学
科
中

周
子

要
旨

：

作
家
・
田
辺
聖
子
は
二
〇
〇
八
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
が
、
そ
の
受
章
理
由
の
一
つ
に
古
典
文
学
の
継
承
と
普
及
に
果
た
し
た
功
績
が
大
き
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

田
辺
聖
子
の
古
典
文
学
へ
の
造
詣
の
深
さ
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
田
辺
文
学
の
創
作
基
盤
と
古
典
文
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、

田
辺
聖
子
の
古
典
エ
ッ
セ
イ
の
中
か
ら
、
『
萬

葉
百

首
散
歩
』
を
中

心
に
取
り

上
げ
て
、
田
辺
聖
子
の
古
典
エ
ッ
セ
イ
の

構
成
と
方
法
を

探
り
、
そ
の
中
に
、
田
辺
文
学
の
創
作

姿
勢
と
方
法
に

通
じ
る

も
の
が
を
見
出
せ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、『
萬
葉
百
首
散
歩
』
は
、『

万
葉
集
』
の
歌
序
に
従
っ
た
り
、
歌
人
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
り
、
と
い
っ
た
通
常
の
和
歌
評
釈
の
体
裁
を
と
ら
ず
、
古
典

和
歌
を

用
い
て
田
辺
文
学
に

通
底
す
る
人

間
観
や
人
生
観
を
語
る
エ
ッ
セ
イ
な
の
で
あ
る
。
『
萬

葉
百

首
散
歩
』
の
考
察
を

通
し
て
、
古
典
エ
ッ
セ
イ
も

ま
た
、
小
説
と

並
ぶ
田
辺
文
学
の
重
要
な
一

環

で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

：

田
辺
聖
子
、
古
典
エ
ッ
セ
イ
、『

万
葉
集
』、『
萬
葉
百
首
散
歩
』



『
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』（
同
年
、
学
習
研
究
社
）

『
源
氏
紙
風
船
』（
一
九
八
一
年
、
新
潮
社
）

『
春
の
め
ざ
め
は
紫
の
巻
―
新
私
本
源
氏
―
』（
一
九
八
三
年
、
実
業
之
日
本
社
）

『
む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
―
小
説
枕
草
子
―
』（
同
年
、
角
川
出
版
）

『
田
辺
聖
子
の
古
事
記
』（
一
九
八
六
年
、
集
英
社
）

『
田
辺
聖
子
の
小
倉
百
人
一
首
』（
同
年
、
角
川
書
店
）

『
恋
の
か
ら
た
ち
垣
の
巻
―
異
本
源
氏
物
語
―
』（
一
九
八
七
年
、
実
業
之
日
本
社
）

『
田
辺
聖
子
と
読
む
蜻
蛉
日
記
』（
一
九
八
八
年
、
創
元
社
）

『
古
典
の
森
へ
ー
田
辺
聖
子
の
誘
う
ー
』（
同
年
、
集
英
社
）

『『
源
氏
物
語
』
の
男
た
ち
―
ミ
ス
タ
ー
・
ゲ
ン
ジ
の
生
活
と
意
見
―
』

（
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
）

『
新
源
氏
物
語
・
霧
深
き
宇
治
の
恋
の
物
語
』（
同
年
、
新
潮
社
）

『
今
昔
物
語
絵
双
紙
』（
同
年
、
角
川
書
店
）

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
同
年
、
講
談
社
）

『『
源
氏
物
語
』
男
の
世
界
』（
一
九
九
一
年
、
岩
波
書
店
）

『
源
氏
た
ま
ゆ
ら
』（
同
年
、
講
談
社
）

『
花
は
ら
は
ら
人
ち
り
ぢ
り
―
私
の
古
典
摘
み
草
―
』（
一
九
九
三
年
、
角
川
書
店
）

『
う
た
か
た
絵
双
紙
―
古
典
ま
ん
だ
ら
―
』（
同
年
、
文
化
出
版
局
）

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』（
同
年
、
講
談
社
）

『
源
氏
・
拾
花
春
秋
』（
一
九
九
八
年
、
文
英
堂
）

『
古
典
の
文
箱
』（
一
九
九
九
年
、
世
界
文
化
社
）

『
田
辺
聖
子
の
源
氏
が
た
り
』（
二
〇
〇
〇
年
、
新
潮
社
）

『
小
倉
百
人
一
首
〈
二
一
世
紀
に
よ
む
日
本
の
古
典
〉
』（
二
〇
〇
一
年
、
ポ
プ
ラ
社
）

『
武
玉
川
と
く
と
く
清
水
―
古
川
柳
の
世
界
―
』（
二
〇
〇
一
年
、
岩
波
書
店
）

田
辺
聖
子
が
、
芥
川
賞
の
受
賞
（
一
九
六
四
年
一
月
）
以
後
、
古
典
文
学
に
取
材
し
た
作
品

や
古
典
紹
介
を
間
断
な
く
執
筆
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
田
辺
聖
子
の
数
多
の
業
績
の
中
で
、
と
か
く
看
過
さ
れ
が
ち
な
古
典
紹
介
に
焦
点

を
あ
て
て
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
『
萬
葉
百
首

散
歩
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
そ
こ
に
田
辺
文
学
に
通
底
す
る
視
座
を
端
的
に
看

取
し
得
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
田
辺
聖
子
と
短
歌

『
万
葉
集
』
と
の
関
わ
り
を
探
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
田
辺
聖
子
と
短
歌
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

田
辺
聖
子
は
、
十
二
歳
頃
か
ら
『
少
女
の
友
』
を
愛
読
し
て
い
た
と
い
う （
１
）。
一
九
〇
八
年
に

創
刊
さ
れ
た
実
業
之
日
本
社
発
行
の
少
女
向
け
雑
誌
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
後

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
と
な
る
川
端
康
成
や
吉
屋
信
子
の
連
載
小
説
が
好
評
を
博
し
た
。
雑
誌
の

人
気
は
、
中
原
淳
一
の
挿
絵
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
が
、
彼
は
一
九
四
〇
年
に
執
筆
を

禁
じ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
を
、
田
辺
聖
子
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

少
女
小
説
の
挿
絵
は
、
当
時
、
少
女
に
人
気
の
あ
っ
た
中
原
淳
一
が
も
っ
ぱ
ら
担
当
し
て

い
た
。
大
き
な
眼
と
、
長
い
手
足
を
も
っ
た
甘
い
美
し
い
少
女
の
絵
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
ら
の
絵
は
、
戦
時
下
の
軍
国
日
本
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
頽
廃
的
で
不
健
康
な
も
の

だ
と
い
う
の
で
、
軍
部
の
圧
迫
で
消
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
十
五
年
七
月
号
の
『
少

女
の
友
』
か
ら
中
原
淳
一
の
絵
は
、
表
紙
に
も
挿
絵
に
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
た （
２
）。

よ
ほ

ど
の

衝
撃
だ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
、
『
少
女
の
友
』
の
誌

面
か
ら
中

原
の
絵
が

消
え
た

号

数
を
、
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
『
少
女
の
友
』
に
、
田
辺
聖
子
の
短
歌
が
載
っ

て
い
る
。
田
辺
聖
子
は
女
学
校
時
代
か
ら
短
歌
を
創
作
し
、
文
学
雑
誌
に
投
稿
し
て
い
た
。
樟

蔭
女
子
専
門
学
校
時
代
に
進
学
後
も
「
短
歌
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
少
女
時

代
か
ら
短
歌
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

十
代
の
頃
の
田
辺
聖
子
の
短
歌
は
、
女
学
校
三
年
の
時
に
手
作
り
し
た
雑
誌
、
表
紙
に
は
中

原
淳
一
ば
り
の
絵
を

描
い
た
『
少
女
草
』
（
お
と
め

ぐ
さ
）
と
い
う

回
覧
雑
誌 （
３
）に
よ
っ
て

知
る

こ
と
が
出
来
る
。
雑
誌
の
内
容
は
、
短
歌
、
詩
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
を
は
じ
め
古
典
鑑
賞
も
あ

り
、
「
聖
書
の

教
訓

」
や

「
修

養
の

言
葉

」
等

も
あ
る
。

ク
ラ
ス

メ
イ

ト
か
ら
の

投
稿

も
募
っ

て
載

せ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん

ど
が
田
辺
聖
子
の
作
で
あ
る
。
『
少
女
草
』
に

載
せ
た
短
歌
の
中

か
ら
一
首
を
『
少
女
の
友
』
に
投
稿
し
、
見
事
に
一
席
に
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

公
の
雑
誌
に
活
字
化
さ
れ
た
田
辺
作
品
の
最
初
は
「
和
歌
／
短
歌
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味

深
い
。
そ
の
間
の
事

情
は
、
後
年
の

自
伝
小
説
『

欲
し
が
り
ま

せ
ん

勝
つ
ま
で
は
』
（
一
九
七

七
年
、
ポ
プ
ラ
社
）
に
詳
し
い
。

『
少
女
草
』
の
第
二
号 （
４
）は
す
ば
ら
し
い
表
紙
に
な
っ
た
。（
中
略
）

（2）



短
歌
は
や
っ
ぱ
り
、
二
十
首
く
ら
い
、
あ
る
。

「
写
生
せ
し
水
仙
の
花
枯
れ
に
け
り
捨
て
か
ね
つ
つ
も
土
に
埋
め
ぬ

月
あ
か
き
崖
を
ま
は
れ
ば
海
見
え
て
沈
丁
花
の
は
な
ほ
の
か
に
匂
ひ
つ

『
サ
ヨ
ナ
ラ
』
と
船
の
上
よ
り
な
げ
か
け
し
わ
か
れ
の
こ
と
ば
永
遠
に
わ
す
れ
ず
」

な
ど
で
あ
る
が
、「
月
あ
か
き
」
の
歌
は
私
は
、
た
い
そ
う
気
に
入
っ
た
の
で
、『
少
女
の

友
』
の
読
者
文
芸
欄
へ
投
稿
し
た
。（
中
略
）

『
少
女
の
友
』
の
発
売
日
を
ま
ち
か
ね
て
本
屋
へ
ゆ
き
、
家
へ
持
っ
て
帰
っ
て
見
て
い
た

ら
、
私
の
歌
が
短
歌
の
投
稿
欄
の
一
位
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
「
月
あ
か
き
…
」

の
歌
で
あ
る
。（
中
略
）

「
の
っ
て
る
、
ウ
チ
の
歌
が
、
の
っ
て
る
！
」

と
私
は
本
の
ペ
ー
ジ
を
あ
け
て
母
に
み
せ
、
母
の
顔
色
を
見
て
い
た
。
母
は
歌
を
よ
ん
で

顔
色
も
変
え
ず
、

「
こ
ん
な
ん
が
え
え
の
か
い
な
」

と
い
う
。
た
よ
り
な
い
。（
中
略
）

私
は
自
分
の
部
屋
へ
も
ち
こ
ん
で
、
と
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、
百
万
べ
ん
く
ら
い
な
が
め

て
楽
し
ん
だ （
５
）。

こ
の
時
の
『
少
女
の
友
』
の
選
評
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

田
辺
聖
子
さ
ん
の
歌
は
、
歌
わ
れ
て
い
る
情
景
も
、
作
者
の
心
も
美
し
く
、
沈
丁
花
の
花

の
ご
と
く
匂
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
対
象
と
作
者
の
融
合
し
た
賜
物
で
あ
る （
６
）。

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
短
歌
の
創
作
事
情
で
あ
る
。

私
は
、
『
月
あ
か
き
崖
』
を
ま
わ
る
こ
と
な
ど
な
い
、
都
会
の
下
町
っ
子
で
あ
る
が
、
何

か
の
雑
誌
の
口
絵
で
み
た
景
色
が
ス
テ
キ
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
歌
に
し
た
の
で
あ
る （
７
）。

短
歌
を
実
詠
と
し
て
で
は
な
く
、
虚
構
と
し
て
作
歌
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
十
代
に

し
て
、
す
で
に
短
歌
を
意
図
的
に
創
作
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
交
じ
っ
て
「
愛
国
百
人
一
首
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

愛
国
百
人
一
首
は
、
こ
と
し
の
お
正
月
に
は
じ
め
て
売
り
出
さ
れ
た
。
戦
時
下
の
日
本
で
、

今
ま
で
の
小
倉
百
人
一
首
の
よ
う
な
、
恋
だ
の
愛
だ
の
を
の
ど
か
に
詠
ん
だ
も
の
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
い
う
の
だ
。

「
今
日
よ
り
は
か
へ
り
み
な
く
て
大
君
の
醜
の
御
楯
と
い
で
た
つ
わ
れ
は
」

と
か
、

「
大
君
の
み
こ
と
か
し
こ
み
磯
に
触
り
海
原
わ
た
る
父
母
を
を
き
て
」

と
い
う
よ
う
な
、
い
さ
ま
し
い
『
万
葉
集
』
の
防
人
た
ち
の
歌
、
ま
た
幕
末
の
勤
王
の
志

士
と
い
っ
た
人
々
の
歌
な
ん
か
が
、
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
た （
８
）。

女
学
校
の
頃
に
す
で
に
『
万
葉
集
』
の
和
歌
を
読
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
万
葉
歌
と
当

時
の
世
相
と
の
関
係
が
窺
え
る
一
節
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
に
お
い

て
も
、
田
辺
聖
子
は
、
た
び
た
び
昭
和
初
期
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
享
受
の
有
り
様
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

因
に
、
田
辺
聖
子
の
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
古
典
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て

い
る
『
文
車
日
記
』

（
９
）

の
冒
頭
の
章
に
は
「
額
田
女
王
の
恋
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、

他
に
も
「
わ
が
愛
の

磐
之

姫
」
、
「

老
い
ゆ
く
君
」
と

三
つ
の

章
で
、
『
万
葉
集
』
の
和
歌
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
「
萬
葉
百
首
散
歩
」
が
、
『

D
a
m
e』
の
創

刊
号 （

�）か
ら

連
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
連
載
終
了
後
も
引
き
続
き
「
新
・
萬
葉
散
歩
」
が
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

同
時
期
に
読
売
新
聞
に
『
田
辺
聖
子
の
百
人
一
首
』

（

�）

の
連
載
が
始
ま
っ
て
い
る
。

田
辺
聖
子
は
少
女
時
代
か
ら
短
歌
を
愛
読
・
実
作
し
、
作
家
と
な
っ
て
以
降
も
古
典
和
歌
の

評
釈
・
鑑
賞
を
意
欲
的
に
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
、
田
辺
聖
子
の
『
萬
葉
百
首
散
歩
』

田
辺
聖
子
の
『
万
葉
集
』
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
は
、『
萬
葉
百
首
散
歩
』

と
『

新
・
萬
葉
散
歩
』
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

主
婦

之
友

社
が
発

行
す
る
雑
誌
『

D
a
m
e』

に
連

載
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
で
あ
る
。

掲
載
誌
の
『

D
a
m
e』
は
、
一

九
八

四
年

七
月
に
月

刊
誌

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
一

九
八
七
年
八
月
、
四
巻
八
号
（
通
巻
三
八
号
）
を
も
っ
て
終
刊
し
た
。

『
萬
葉
百
首
散
歩
』
が

掲
載
さ
れ
た
の
は
、
『

D
a
m
e』
創

刊
号
か
ら

第
十

号
（
一

九
八

五
年

四
月
）
ま
で
の
毎
号
で
、
全
十
回
、
毎
回
各
十
首
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
題
名
に
あ
る
よ

う
に
合
計
百
首
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
百
首
は
田
辺
聖
子
の
選
歌
で
は
な
い
。『

D
a
m
e』
創

刊
と
期
を

同
じ
く
し
て
、
一

九
二

七
年
（
昭
和
二

年
）
に

製
作
し
た
「
萬
葉
百
首

繪
か
る
た
」

が
発
見
さ
れ
て
、
和
紙

木
版
手
刷
に
よ
る
覆
刻
が
企
画
さ
れ
、
田
辺
聖
子
に
よ
る
万
葉
エ
ッ
セ

イ
の
連
載
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
萬
葉
百
首
繪
か
る
た
」
と
な
っ
た
『
万
葉
集
』
の
百
首
は
、『

主
婦
之
友
』
の
読
者
の
投
票

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
歌
で
あ
る
。
か
る
た
の
絵
は
、
当
時
活
躍
中
の
画
家
、
平
福
百
穂
、
野
田

（3）



九
通
、
小
林
古
径
、
安
田
靭
彦
、
前
田
青
邨
が
描
き
、
和
歌
は
尾
上
柴
舟
が
染
筆
し
て
い
る
。

か
る
た
の
製
作
と
同
時
に
、
太
田
水
穂
に
よ
る
簡
潔
な
百
首
の
評
釈
を
ま
と
め
た
『
萬
葉
百
首

選
評
釈
』

（

�）

も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
田
辺
聖
子
は
、
「
萬
葉
百
首
繪
か
る
た
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

な
ん
と
い
う
美
し
い
芸
術
品
だ
ろ
う
。

こ
う
い
う
企
画
を
実
現
さ
せ
た
、
当
時
の
主
婦
之
友
社
の
充
実
ぶ
り
も
さ
り
な
が
ら
、

昭
和
初
期
と
い
う
時
代
の
、
た
だ
な
ら
ぬ
「
万
葉
」
へ
の
傾
倒
と
心
酔
を
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
あ
の
時
代
の
物
狂
お
し
い
ほ
ど
の
情
熱
が
凝
っ
て
、
こ
ん
な
一
顆
の
珠
の
ご

と
き
絵
か
る
た
を
作
ら
せ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
頃
の
日
本
人
が
「
万
葉
集
」
に

捧
げ
た
讃
仰
は
、
ほ
と
ん
ど
祈
り
と
い
え
る
ほ
ど
も
の
だ
っ
た （

�）。

こ
の
か
る
た
が
製
作
さ
れ
た
一
九
二
七
年
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勝
戦
に
よ
っ
て
手
に
入

れ
た
中
国
で
の
権
益
が
、
抗
日
運
動
に
よ
っ
て
揺
ら
ぎ
は
じ
め
、
排
日
の
激
化
に
よ
っ
て
在
外

日
本
人
へ
の
暴
挙
が
続
く
中
で
、
山
東
省
へ
の
出
兵
が
断
行
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日

中
の
対
立
抗
争
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
日
中
戦
争
へ
と
突
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
国

内
で
は
、
昭
和
天
皇
の
即
位
礼
が
挙
行
さ
れ
、
こ
と
に
愛
国
ム
ー
ド
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た

時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
に
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
へ
の
言
及
も
少

な
く
な
い
。
そ
し
て
、
田
辺
聖
子
自
身
が
少
女
時
代
に
抱
い
た
『
万
葉
集
』
に
対
す
る
回
想
も

合
わ
せ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
の
学
生
時
代
は
お
も
に
昭
和
十
年
代
の
後
半
だ
っ
た
か
ら
、
教
わ
る
古
典
、
世
間
で

目
に
触
れ
る
古
典
、
ほ
と
ん
ど
「
万
葉
」
一
色
で
あ
っ
た
。
時
代
は
軍
靴
の
ひ
び
き
と
硝

煙
の
臭
い
に
掩
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
部
の
学
者
と
軍
人
は
国
粋
主
義
や
日
本
精
神

と
「
万
葉
集
」
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。
実
際
、
私
た
ち
学
生
が
教
わ
る
の
は
、
勇
ま

し
い
戦
意
昂
揚
歌
や
、
天
皇
へ
の
忠
誠
の
歌
ば
か
り
で
あ
っ
た （

�）。

第
二
次
世
界
大
戦
の
開
戦
以
降
、
日
本
政
府
と
軍
部
が
『
万
葉
集
』
を
国
威
発
揚
に
利
用
し

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
海
軍
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
も
『
万
葉
集
』
を
戦
場

に
携
え
た
と
い
う （

�）。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
「
万
葉
集
」

理
解
に

収
ま
り
き
ら
な
い
歌
が
、
「
萬
葉
百

首
選
」
に
は
、
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
田
辺
聖
子
は
注
目
し
て
い
る
。

軍
国
主
義
の

下
で
は

恋
の

歓
び
を

唱
う
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
「
万
葉
集
」
に
は

そ
れ
ら
、
人
々
が
歌
う
べ
か
り
し
本
音
の
歌
が
、
ひ
そ
か
な
代
弁
者
と
し
て
あ
る
。

い
さ
ま
し
い
歌
を
言
挙
げ
し
つ
つ
、
一
方
で
本
音
の
歌
を
当
時
の
人
々
は
支
持
し
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
「
萬
葉
百
首
選
」
に
は
「
万
葉
集
」
と
当
時
の
国
粋
主
義

と
の
蜜
月
を
示
す
作
品
も
採
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
恋
歌
も
叙
景
歌
も
ひ
と
し
く
拾
い

上
げ
ら
れ
て
、
当
時
の
人
々
の
目
く
ば
り
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る （

�）。

こ
の
一
文
は
、
そ
の
ま
ま
、
田
辺
聖
子
自
身
の
『
万
葉
集
』
享
受
の
有
り
様
を
語
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
は
、
昭
和
初
期
の
『
万
葉
集
』

享
受
に
対
す
る
、
「

再
読
」

の
提
唱
な
の
で
あ
る
。

で
は
、
戦
争
の
記
憶
と
強
く
結
び
つ
い
た
万
葉
集
歌
を
、
田
辺
聖
子
は
ど
の
よ
う
に
読
み
直

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
天
皇
を
神
と
仰
ぐ
万
葉
歌 （

�）が
あ
る
。

大
君
は
神
に
し
ま
せ
ば
天
雲
の
い
か
づ
ち
の
上
に
い
ほ
ら
せ
る
か
も

柿
本
人
麿
（
巻
三
・
二
三
五
）

こ
の
一
首
に
対
し
て
、
田
辺
聖
子
は
「
『
大

君
は
神
に
し
ま
せ
ば
』
は
昭
和
初
期
の
国
粋
主

義
者
た
ち
を
さ
ら
に

煽
動
す
る
皇

室
讃
歌
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
『
万
葉
集
』
に

あ
る
こ
の
た
ぐ
い
の
歌
は
、
戦
後
埋
没
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
昭
和
期
の
読
み
を
示
す
一

方
で
、「
こ
の
よ
う
な
歌
は
、
当
時
（
万
葉
時
代
―
天
武
・
持
統
・
文
武
朝
―
）
の
宮
廷
に
あ
っ

て
は
儀
式
的
な
讃
歌
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
詠
作
当
時
の
精
神
へ
の
関
心

を
喚
起
し
て
い
る
。

ま
た
、「
古
代
日
本
は
か
つ
て
な
い
統
一
と
結
束
を
み
た
」、「
安
定
と
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
、

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
燃
え
上
が
っ
た
。
そ
の
と
き
人
々
は
天
皇
に
『
現
人
神
』
の
イ
メ
ー
ジ
を

み
る
」
、
「

民
族
の
期

待
に

満
ち
た

視
線
は
天
皇
に
そ
そ
が
れ
る
」
そ
れ
は
、
「

素
朴
な
、

敬
虔

な
信
仰
」
で
あ
る
と
読
み
解
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
万
葉
時
代
の

理
解
に

基
づ
く
な
ら
ば
、
「
神
に
し
ま
せ
ば
」
と
歌
わ
れ
る
「
大

君
」
は
、
「
昭
和
初
期
の
軍
国
時
代
の
、

硬
直
し
た
『
現
人
神
』
思
想
、
暴

圧
、

禁
忌
の

象
徴

と
し
て
の
『
神
聖
冒
す
べ
か
ら
ざ
る
』
現
人
神
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ

る
」
と
い
う
見
方
を
提

示
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
歌
も
「
戦
中
派
世
代
に
は
な
つ
か
し
い
歌
」
で
「
愛
国
百
人
一
首
」
に
も
選
ば

れ
て
、「

叩
き
込
ま
れ
」
た
歌 （

�）だ
と
い
わ
れ
る
。

御
民
わ
れ
生
け
る
し
る
し
あ
り
天
地
の
栄
ゆ
る
時
に
あ
へ
ら
く
思
へ
ば

海
犬
養
宿
禰
岡
麿
（
巻
六
・
九
九
六
）

内
容
は
「
天
地
の
栄
え
て
い
る
こ
の
聖
代
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
幸
せ
」
を
歌
っ
て
い
る
の
で

（4）



あ
り
、
歌
自
体
は
「
の
び
の
び
と
」
お
お
ら
か
な
喜
び
を
歌
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

田
辺
聖
子
は
こ
の
歌
が
、
「
恣
意
的
な
彩
り
を
ほ
ど
こ
し
て
、
時
代
精
神
の
よ
り
所
に
」
さ
れ

た
と
い
う
。
本
来
の
意
味
を
離
れ
た
読
み
で
あ
っ
た
と
指
弾
す
る
。

こ
の
歌
を
私
た
ち
が
朗
誦
さ
せ
ら
れ
た
の
は
学
徒
動
員
の
こ
ろ
で
あ
り
、
も
ん
ぺ
を
は

い
て
胸
に
住
所
、
姓
名
と
血
液
型
を
書
い
た
白
い
キ
レ
を
縫
い
つ
け
て
い
た
時
代
で
あ
っ

た
。
万
民
の
苦
難
を
よ
そ
に
、
こ
の
万
葉
歌
は
ひ
と
り
燦
然
と
虚
空
に
輝
い
て
い
た
。
食

糧
難
と
空
襲
に
お
び
や
か
さ
れ
つ
つ
、
『
生
け
る
験
あ
り
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
考

え
る
す
べ
も
も
た
な
か
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
現
代
の
人
々
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
思
い
思
い
に
古
典
を
愛
し
始
め
た
風
潮
」

こ
そ
が
、
古
典
享
受
の
あ
ら
ま
ほ
し
い
楽
し
み
方
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
、
戦
場
へ
行
く
兵
士
を
見
送
る
人
々
の
、
「
生
き
て
帰
っ
て
ほ
し
い
と
、
あ
か
ら

さ
ま
に
い
え
な
か
っ
た
」
ま
た
、
「
勇
ま
し
く
送
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
気
持
ち
を
代
弁
す

る
よ
う
な
歌 （

�）が
あ
る
。

千
萬
の
軍
な
り
と
も
言
挙
げ
せ
ず
取
り
て
来
ぬ
べ
き
男
と
ぞ
思
ふ

高
橋
虫
麿
（
巻
六
・
九
七
二
）

こ
の
歌
を
贈
ら
れ
た
の
は
藤
原
宇
合
で
、
遣
唐
使
と
な
っ
た
り
、
蝦
夷
の
討
伐
や
、
西
海
道

節
度
使
と
い
う
軍
政
と
防
備
の
任
を
ま
か
さ
れ
て
お
り
、
歌
に
「
千
万
人
の
軍
勢
を
も
討
ち
負

か
す
益
荒
男
」
と
讃
え
ら
れ
る
ほ
ど
勇
ま
し
い
男
性
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
虫
麿
の
歌
を

贈
ら
れ
た
壮
行
会
の
折
に
、
宇
合
自
身
が
作
っ
た
漢
詩 （

�）が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
勇
敢
と
讃
え
ら

れ
て
い
る
宇
合
の
意
外
な
一
面
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
漢
詩
を
田
辺
聖
子
は
引
用

し
て
い
る
。

往
歳
東
山
役
。
今
年
西
海
行
。
行
人
一
生
裏
。
幾
度
倦
辺
兵
。

「
往
く
歳
は
東
山
の
役
、
今
年
は
西
海
の
行
、
行
人
一
生
の
裏
、
幾
度
か
辺
兵
に
倦
ま
ん
」

と
い
う
漢
詩
か
ら
は
、
「
一
生
を
こ
ん
な
辺
境
の
長
官
で
過
ぎ
て
し
ま
う
の
か
な
あ
と
い
う
長

大
息
が
聞
こ
え
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
本
音
を
も
ら
し
た
漢
詩
を
併
せ
記
し
、

「
千
萬
の
軍
」
と
い
う
万
葉
歌
を
「
建
前
の
歌
」
と
し
て
対
比
す
る
の
で
あ
る
。
絶
妙
な
目
配

り
に
よ
る
引
用
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
「
萬
葉
百
首
選
」
に
は
、
時
代
風
潮
に
無
縁
の
歌
が
、
時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
読

者
の
鑑
識
眼
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
歌
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
も
目
敏
く
注
意
を
向
け
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
人
言
は
夏

野
の

草
の

繁
く
と
も

妹
と

我
と
し

携
は
り

寝
ば
」

（

�）

と
、

恋
を
「

直
截

的
」
に
歌
い
上
げ
る
作
者
未
詳
歌
に
つ
い
て
は
「
こ
の
歌
を
百
首
の
中
に
入
れ
た
昭
和
初
期
の

民
衆
の
感
覚
も
、
す
こ
や
か
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

ま
た
、
志
貴
皇
子
の
「
石
走
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か

も
」

（

�）

に
対
し
て
は
、
「
『
万
葉
』
が

昭
和
の
始
め
に
愛
さ
れ
た

理
由
の
一
つ
に
朗
誦
に

堪
え
る

骨
太
な
、
し
か
も

流
麗
な

リ
ズ

ム
、
と
い
う
の
が
あ
る
。

当
時
の
人
々
は
、
朗
々
と
『
万
葉
』

を
詠
ず
る
の
を
好
ん
だ
」
と
評
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
風
に
散
る
花
橘
を
袖
に
受
け
て
君
が
み
た
め
と
思
ひ
つ
る
か
も
」

（

�）

と
い
う
作
者
未

詳
歌
に
つ
い
て
は
「
昭
和
初
期
の
民
衆
が
著
名
歌
人
の
作
品
よ
り
読
み
人
知
ら
ず
の
歌
に
多
く

共
感
を
寄
せ
て
い
る
そ
の
心
情
が
面
白
い
」
と
評
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、

自
由
に
文
学
を
読
む
人
々
が
存
し
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
初
期
の
読
み
を
辿
り
な
が
ら
も
、
万
葉
の
時
代
と
作
者
へ
の
豊
富
な
理

解
に
基
づ
き
、
心
楽
し
い
生
き
生
き
と
し
た
読
み
を
拓
い
て
ゆ
く
、
そ
の
根
底
に
は
、
文
学
を

読
み
楽
し
む
人
々
へ
の
信
頼
と
共
感
が
あ
る
。
田
辺
聖
子
の
古
典
エ
ッ
セ
イ
の
真
髄
と
い
え
よ

う
。

四
、
古
典
紹
介
の
方
法

さ
ら
に
、
選
歌
さ
れ
た
百
首
に
は
、
ど
の
よ
う
な
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
ゆ
こ
う
。

田
辺
聖
子
の
豊
富
な
古
典
知
識
が
随
所
に
見
出
せ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
、
歌
こ
と
ば
が
描
く
自
然
の
風
物
や
作
者
の
真
情
が
、
美
し
い
現
代
語
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ

て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

例
え
ば
、
山
辺
赤
人
の
歌
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
更
け
ゆ
け
ば
久
木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥

し
ば
鳴
く
」

（

�）

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
夜
の
闇
も
、
夜
の
静
け
さ
も
、
夜
気
の
寒
さ
も
、
赤
人
を
得
て
、
清
ら
か
な
も
の
に
き

わ
ま
っ
た
。
汚
辱
で
ま
が
ま
が
し
く
不
吉
な
も
の
を
秘
め
た
闇
が
、
こ
こ
で
は
清
ら
か
な

も
の
に
化
し
た
。
川
の
流
れ
の
透
徹
な
清
さ
と
競
う
よ
う
に
、
闇
は
清
浄
な
も
の
に
た
か

め
ら
れ
た
。
そ
の
天
地
の
あ
わ
い
を
、
黄
金
の
よ
う
な
千
鳥
の
鳴
き
声
が
縫
う
の
で
あ
る
。」

「
自
然
の

美
を
歌
う

声
は
、
は
や

赤
人
の

地
声
で
あ
る
。
（

中
略
）
自
然
の

色
彩
を
そ
の

ま
ま
に
と
ど
め
る
。
そ
れ
を
う
た
う
地
声
は
澄
ん
で
透
明
で
あ
る
。」
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赤
人
の
和
歌
の
言
葉
の
説
明
で
は
な
く
、
彼
の
見
聞
き
し
た
美
し
い
自
然
を
描
写
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
然
の
美
し
さ
を
歌
い
上
げ
る
赤
人
の
声
音
を
描
く
の
で
あ
る
。
古
代
、

和
歌
は
歌
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
に

愛
さ
れ
た
名
歌
で
あ
る
」
と
の
結
び
の
一
文
が
説
得
力
を
も
っ
て
読
者
に
迫
っ
て
く
る
。

ま
た
、
人
麿
の
歌
「
巻
向
の
檜
原
も
い
ま
だ
雲
居
ね
ば
小
松
が
末
ゆ
沫
雪
な
が
る
」

（

�）

に
つ
い

て
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

目
を
転
じ
て
山
を
見
上
げ
れ
ば
、
泡
の
よ
う
な
こ
ま
か
い
雪
が
ま
な
か
い
を
か
す
め
る

で
は
な
い
か
。

〈
巻
向
山
の
檜
の
林
に
は
ま
だ
雲
も
か
か
ら
ぬ
の
に
、
小
松
の
枝
の
先
か
ら
、
は
や
沫
雪

が
流
れ
て
く
る
〉

こ
の
情
景
は
静
止
し
た
絵
で
は
な
い
。
墨
絵
の
よ
う
な
山
肌
が
、
く
っ
き
り
見
え
る
の

に
、
松
の
小
末
に
は
流
れ
る
雲
が
渦
巻
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
単
な
る
和
歌
の
現
代
語
訳
で
も
、
評
釈
で
も
な
い
。
和
歌
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る

光
景
を
想
像
し
、
追
体
験
し
て
美
し
く
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
和
歌
を
詠
じ
る
作
者
の
姿
、
口
吻
や
眼
差
し
ま
で
も
が
彷
彿
と
す
る
記
述
も
多
い
。

例
え
ば
、
「
春
過
ぎ
て
夏
き
た
る
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
し
た
り
天
の
香
具
山
」

（

�）

と
い
う
歌
を
取

り
上
げ
て
、
持
統
天
皇
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
女
帝
が
藤
原
の
宮
に
遷
都
し
た
時
、
五
十
歳

と
な
り
譲
位
を
目
前
に
控
え
た
心
情
に
触
れ
て
い
る
。

女
帝
は
過
ぎ
て
き
た
波
乱
の
人
生
を
思
う
。
い
ま
そ
の
艱
苦
は
す
べ
て
み
の
り
を
も
た

ら
し
、
女
帝
は
か
つ
て
な
い
大
き
い
や
す
ら
ぎ
の
中
に
い
る
。
男
と
同
等
に
戦
い
、
勝
ち

抜
い
て
来
た
女
帝
の
、
目
と
心
を
喜
ば
せ
る
も
の
は
、
四
季
の
自
然
の
た
ぐ
い
な
い
美
し

さ
で
あ
る
。

女
帝
は
、
お
の
が
領
有
く
都
を
見
や
り
つ
つ
、
頭
を
あ
げ
る
。

北
に
耳
成
山
。
西
に
は
畝
傍
山
。
東
に
香
具
山
。

ま
さ
に
、
持
統
天
皇
が
歌
を
詠
じ
る
瞬
間
に
、
読
者
も
立
ち
会
っ
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感
を
抱

か
せ
る
描
写
で
あ
る
。

次
の
歌
「
神
奈
備
の
石
瀬
の
杜
の
呼
子
鳥
い
た
く
な
鳴
き
そ
我
が
恋
ま
さ
る
」

（

�）

に
つ
い
て
も
、

作
者
で
あ
る
鏡
王
女
の
心
情
を
深
く
汲
み
と
っ
て
い
る
。

森
は
鬱
蒼
と
茂
り
に
茂
り
、
奥
は
仄
暗
く
静
も
り
か
え
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
人
の
魂

を
誘
う
よ
う
に
小
鳥
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
王
女
は
秘
め
た
恋
を
誰
に
も
う
ち
あ
け
て
い

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
神
秘
な
鳥
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
、
人
知
れ
ぬ
恋
の
苦
し

さ
の
傷
を
み
ず
か
ら
庇
っ
て
い
る
…
…
。

作
者
の
心
と
歌
に
詠
ま
れ
た
光
景
が
、
読
み
手
の
脳
裏
に
美
し
い
像
を
結
び
、
耳
に
は
深
閑
と

し
た
森
の
奥
か
ら
響
い
て
く
る
呼
子
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
一
文
字
の
和
歌
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
情
景
や
心
情
を
、
田
辺
聖
子
は
自
ら

の
筆
に
よ
っ
て
一
幅
の
絵
の
よ
う
に
美
し
く
描
き
直
す
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
現
代
語

訳
の
難
し
い
和
歌
を
、
見
事
に
リ
ラ
イ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、『

萬
葉
百
首
散
歩
』
の
構
成

最
後
に
、
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
の
全
十
回
が
、
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
一
覧
し

て
お
こ
う
。
以
下
、
連
載
の
回
数
。
そ
の
回
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
和
歌
の
初
句
、
『
万
葉

集
』
の
巻
数
、
・
作
者
名
の
順
に
記
す
。

〈
第
一
回
〉

「
石
走
る
」
（
巻
八
・
志
貴
皇
子
）
、
「
あ
か
ね
さ
す
」
（
巻
一
・
額

田
王
）
、
「
あ
ぶ
ら
火
の
」

（
巻
一
八
・
家
持
）
、
「
五
月
山
」
（
巻
一
〇
・
未
詳
）
、
「
人
言
は
」
（
巻
一
〇
・
未
詳
）
、
「
東

の
」（
巻
一
・
人
麿
）、「
我
が
妻
は
」（
巻
二
〇
・
身
麿
）、「
に
ほ
鳥
の
」（
巻
一
四
・
未
詳
）、

「
多
摩
川
に
」（
巻
一
四
・
未
詳
）、「
あ
り
つ
つ
も
」（
巻
二
・
磐
姫
皇
后
）

〈
第
二
回
〉

「
春
過
ぎ
て
」（
巻
一
・
持
統
天
皇
）、「
時
鳥
」（
巻
一
〇
・
未
詳
）、「
我
が
宿
に
」（
巻
八
・

書
持
）
、
「

事
し
げ
み
」
（
巻
八
・
四
縄
）
、
「
風
に
散
る
」
（
巻
一
〇
・
未
詳
）
、
「
六
月
の
」

（
巻
一
〇
・
未
詳
）、「
我
が
宿
の
」（
巻
一
〇
・
未
詳
）、「
か
き
霧
ら
し
」（
巻
九
・
未
詳
）、

「
ひ
ぐ
ら
し
は
」（
巻
一
〇
・
未
詳
）、「
夏
の
夜
の
」（
巻
八
・
坂
上
郎
女
）

〈
第
三
回
〉

「
河
上
の
」（
巻
一
・
吹

�刀
自
）、「
大
君
は
」（
巻
三
・
人
麿
）、「

ひ
さ
か
た
の
」（
巻
三
・

人
麿
）
「
あ
を
に
よ
し
」
（
巻
三
・
小

野
老
）
、
「

御
民

わ
れ
」
（
巻
六
・

岡
麿
）
、
「

今
日
よ
り

は
」
（
巻
二
〇
・

与
曽

布
）
、
「

防
人
に
」
（
巻
一
四
・
未
詳
）
、
「
神
奈
備
の
」
（
巻
八
・
鏡
王

女
）、「

熟
田
津
に
」（
巻
一
・
額
田
王
）、「

わ
た
つ
み
の
」（
巻
一
・
天
智
天
皇
）

〈
第
四
回
〉

「
今
朝
の
朝
明
」（
巻
八
・
穂
積
皇
子
）、「

秋
の
田
の
」（
巻
一
・
但
馬
皇
女
）、「
二
人
ゆ
け

（6）



ど
」
（
巻
四
・
大
伯
皇
女
）
、
「
秋
の
田
の
」
（
巻
二
・
磐
姫
皇
后
）
、
「
君
待
つ
と
」
（
巻
四
・

額
田
王
）、「
秋
萩
に
」（
巻
八
・
山
口
女
王
）、「
夕
月
夜
」（
巻
八
・
湯
原
王
）、「
ぬ
ば
玉
の
」

（
巻
六
・
坂
上
郎
女
）、「
春
日
野
に
」（
巻
八
・
八
束
）、「
秋
の
野
に
」（
巻
八
・
憶
良
）

〈
第
五
回
〉

「
わ
が
宿
の
」
（
巻
一
九
・
家
持
）
、
「
夕
さ
れ
ば
」
（
巻
八
・
舒
明
天
皇
）
、
「
天
の
川
」
（
巻

一
〇
・
人
麿
）、「
誰
そ
彼
と
」（
巻
一
〇
・
人
麿
）、「
笹
の
葉
は
」（
巻
二
・
人
麿
）、「
三
熊

野
の
」
（
巻
四
・
人
麿
）
、
「
君
に
恋
ひ
」
（
巻
一
〇
・
未
詳
）
、
「
こ
ほ
ろ
ぎ
の
」
（
巻
一
〇
・

未
詳
）、「
大
君
の
」（
巻
八
・
家
持
）、「
秋
づ
け
ば
」（
巻
八
・
日
置
長
枝
娘
子
）

〈
第
六
回
〉

「
馬
買
は
ば
」
（
巻
一
三
・
未
詳
）
、
「
都
な
る
」
（
巻
三
・
旅
人
）
、
「
妹
が
見
し
」
（
巻
五
・

憶
良
）、「
幸
福
の
」（
巻
三
・
未
詳
）、「
我
が
背
子
と
」（
巻
八
・
光
明
皇
后
）、「
み
吉
野
の
」

（
巻
一
・
文
武
天
皇
）、「
久
か
た
の
」（
巻
四
・
坂
上
郎
女
）、「
家
に
来
て
」（
巻
二
・
人
麿
）、

「
憶
良
ら
は
」（
巻
三
・
憶
良
）、「
銀
も
」（
巻
五
・
憶
良
）

〈
第
七
回
〉

「
新
し
き
」
（
巻
一
九
・
道
祖
王
）
、
「
す
め
ろ
き
の
」
（
巻
一
八
・
家
持
）
、
「
も
の
の
ふ
の
」

（
巻
三
・
金
村
）
、
「
千
萬
の
」
（
巻
六
・
虫
麿
）
、
「
冨
士
の
嶺
に
」
（
巻
三
・
虫
麿
）
、
「
昼
見

れ
ど
」
（
巻
三
・
益
人
）
、
「
旅
人
の
」
（
巻
九
・
遣
唐
使
随
員
母
）
、
「
唐
国
に
」
（
巻
一
九
・

鷹
主
）、「
を
の
こ
や
も
」（
巻
六
・
憶
良
）、「
蘆
辺
ゆ
く
」（
巻
一
・
志
貴
皇
子
）、

〈
第
八
回
〉

「
巻
向
の
」
（
巻
一
〇
・
人
麿
）
、
「
あ
し
ひ
き
の
（
山
道
も
）
」
（
巻
一
〇
・
人
麿
）
、
「
あ
し

き
ひ
の
（
山
川
の
）
」
（
巻
七
・
人
麿
）
、
「
ぬ
ば
た
ま
の
」
（
巻
六
・
赤
人
）
、
「
若
の
浦
に
」

（
巻
六
・
赤
人
）
、
「
川
風
の
」
（
巻
三
・
山
前
王
）
、
「
我
が
背
子
に
」
（
巻
八
・
赤
人
）
、
「
我

が
園
に
」（
巻
五
・
旅
人
）、「
梅
の
花
」（
巻
五
・
未
詳
）、「
百
済
野
の
」（
巻
八
・
赤
人
）

〈
第
九
回
〉

「
巨
勢
山
の
」
（
巻
一
・
人
足
）
、
「
春
霞
」
（
巻
一
〇
・
未
詳
）
、
「
茅
花
抜
く
」
（
巻
八
・
田

村
家
大
嬢
）、「
浅
積
香
山
」（
巻
一
六
・
未
詳
）、「
葛
飾
の
」（
巻
三
・
赤
人
）、「
家
に
あ
れ

ば
」（
巻
二
・
有
間
皇
子
）
、
「
東
の
」
（
巻
二
・
未
詳
）
、
「
盧
原
の
」
（
巻
三
・
益
人
）
、
「
天

霧
ら
ひ
」（
巻
七
・
未
詳
）、「
落
ち
た
ぎ
ち
」（
巻
九
・
未
詳
）

〈
第
一
〇
回
〉

「
信
濃
路
は
」
（
巻
一
四
・
未
詳
）
、
「
信
濃
な
る
」
（
巻
一
四
・
未
詳
）
、
「
稲
つ
け
ば
」
（
巻

一
四
・
未
詳
）
、
「
大
君
の
」
（
巻
二
〇
・
造
人
麿
）
、
「
た
こ
の
浦
の
」
（
巻
一
九
・
縄
麿
）
、

「
藤
波
の
」（
巻
三
・
四
綱
）、「
思
ほ
え
ず
」（
巻
六
・
益
人
）、「
淡
路
の
」（
巻
三
・
人
麿
）、

「
燈
火
の
」（
巻
三
・
人
麿
）、「
名
ぐ
は
し
き
」（
巻
三
・
人
麿
）

各
回
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
歌
を
通
覧
す
る
と
、
ど
の
回
も
『
万
葉
集
』
の
巻
や
歌
順
に
従
っ

て
並
べ
て
解
釈
す
る
と
い
う
方
法
は
と
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
「
絵

か
る
た
」
製
作
と
同
時
に
出
版
さ
れ
た
太
田
水
穂
に
よ
る
評
釈
『
萬
葉
百
首
選
評
釈
』
の
歌
順

の
通
り
で
も
な
い
。

例
え
ば
、
第
一
回
の
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
十
首
（
洋
数
字
、
作
者
名
、

初
句
の
順
に

記
す
）
に
つ
い
て
、
『
萬
葉
百
首
選
評
釈
』
に

お
け
る
歌
順
（

何
首

目
）
を

記
す

と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
）
志
貴
皇
子
「
石
走
る
」
…
七
三
首
目

（
２
）
額
田
王
「
あ
か
ね
さ
す
」
…
五
首
目

（
３
）
大
伴
家
持
「
あ
ぶ
ら
火
の
」
…
五
六
首
目

（
４
）
作
者
未
詳
「
さ
つ
き
山
」
…
四
四
首
目

（
５
）
作
者
未
詳
「
人
言
は
」
…
六
一
首
目

（
６
）
柿
本
人
麿
「
ひ
む
が
し
の
」
…
八
七
首
目

（
７
）
若
倭
部
身
麿
「
わ
が
妻
は
」
…
二
九
首
目

（
８
）
作
者
未
詳
「
に
ほ
鳥
の
」
…
二
五
首
目

（
９
）
作
者
未
詳
「
多
摩
川
に
」
…
一
三
首
目

（

10）
磐
姫
皇
后
「
あ
り
つ
つ
も
」
…
七
首
目

評
釈
の
歌
順
を
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
他
の
回
も
同
様
で
あ

る
。
ま
た
、
同
じ
作
者
の
歌
を
ま
と
め
る
意
識
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
最
も
多
く

選
ば
れ
て
い
る
人
麿
の
歌
十
四
首
を
見
る
と
、
第
一
回
に
一
首
、
第
三
に
二
首
、
第
五
回
に
四

首
、
第
六
回
に
一
首
、
第
八
回
に
三
首
、
第
十
回
に
三
首
と
、
ば
ら
ば
ら
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
て
、
部
分
的
に
同
じ
作
者
の
歌
を
並
べ
る
意
識
は
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
が
、
全
体
的
な
構

成
に
お
い
て
は
、
歌
人
ご
と
に
ま
と
め
る
意
識
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。
因
に
、
第
二
回
、
第

四
回
、
第
七
回
、
第
九
回
で
は
人
麿
歌
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
〇
回
の
構
成
は
、
百
首
の
和
歌
を
材
料
と
し
て
田
辺
聖
子
が

分
類
し
考
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ど
の
歌
を
、
ど
の
回
に
取
り
上
げ
、
い

か
に
排
列
し
て
、
ど
の
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
に
仕
立
て
る
の
か
が
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
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第
六
回
を
と
り
あ
げ
て
具
体
的
に
み
て
お
き
た
い
。

第
六
回
は
、
次
の
十
首
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る （

�）。
作
者
名
の
な
い
歌
は
作
者
未
詳
で
あ
る
。

馬
買
は
ば
妹
徒
歩
な
ら
む
よ
し
ゑ
や
し
石
は
踏
む
と
も
吾
は
ふ
た
り
行
か
む
（
巻
一
三
）

都
な
る
荒
れ
た
る
家
に
ひ
と
り
寝
ば
旅
に
ま
さ
り
て
苦
し
か
る
べ
し
（
巻
三
、
大
伴
旅
人
）

妹
が
見
し
楝
の
花
は
散
り
ぬ
べ
し
我
が
泣
く
涙
い
ま
だ
干
な
く
に
（
巻
五
、
山
上
憶
良
）

幸
福
の
い
か
な
る
人
か
黒
髪
の
白
く
な
る
ま
で
妹
が
声
を
き
く

（
巻
三
）

吾
が
背
子
と
二
人
見
ま
せ
ば
い
く
ば
く
か
こ
の
降
る
雪
の
嬉
し
か
ら
ま
し

（
巻
八
、
光
明
皇
后
）

み
吉
野
の
山
の
あ
ら
し
の
寒
け
く
に
は
た
や
今
夜
も
わ
が
ひ
と
り
寝
む（
巻
一
、
文
武
天
皇
）

久
か
た
の
天
の
露
霜
お
き
に
け
り
家
な
る
人
も
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む（
巻
四
、
大
伴
坂
上
郎
女
）

家
に
来
て
わ
が
屋
を
見
れ
ば
玉
床
の
外
に
向
き
け
り
妹
が
木
枕

（
巻
二
、
柿
本
人
麿
）

憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も
吾
を
待
つ
ら
む
ぞ（
巻
三
、
山
上
憶
良
）

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
宝
子
に
し
か
め
や
も

（
巻
五
、
山
上
憶
良
）

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
か
ら
、
こ
の
回
の
テ
ー
マ
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
歌
に
付
さ
れ
た
評
釈

を
見
て
ゆ
こ
う
。
一
首
目
の
「
馬
買
は
ば
」
は
、
普
通
は
馬
で
行
く
道
を
、
馬
を
持
た
ず
に
歩

い
て
行
く
夫
を
悲
し
む
妻
が
、
母
親
の
形
見
で
あ
る
「
真
澄
鏡
」
と
「
あ
き
つ
領
巾
」
を
売
っ

て
馬
を
買
う
事
を
提
案
す
る
の
に
答
え
て
詠
ん
だ
夫
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
夫
の
こ
と
を
「
な
か

な
か
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
が
あ
る
。
妻
が
思
い
つ
め
た
表
情
で
夫
婦
愛
を
発
揚
し
た
と
き
、
そ

れ
を
機
知
と
諧
謔
で
も
っ
て
大
ら
か
に
返
し
、
妻
の
申
し
出
よ
り
も
も
っ
と
大
き
な
愛
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
報
い
て
い
る
」
と
解
し
て
い
る
。
ユ
ー
モ
ア
と
い
う
の
は
山
城
路
を
歩
く
の
は
夫
の

み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
、
「
妻
の
言
葉
通
り
に
し
て
馬
を
買
っ
た
ら
、
そ
れ
は
献
身

の
毒
気
に
中
て
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
愛
は
は
や
、
腐
臭
を
た
て
は
じ
め
る
で
あ
ろ
う
」、

「
夫
は
妻
が
鏡
と
領
巾
を
日
常
愛
着
し
て
い
る
の
を
、
よ
う
く
知
っ
て
い
た
」
と
推
測
す
る
。

そ
し
て
、
「
こ
う
い
う
男
の
や
さ
し
い
一
言
で
、
女
は
ど
ん
な
困
難
に
も
堪
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
を
男
の
可
愛
げ
と
い
う
（
中
略
）
日
本
の
女
た
ち
は
千
二
百
年
に
わ
た
っ
て
、
男
の

こ
う
い
う
可
愛
げ
を
珍
重
し
、
賞
で
て
き
た
の
だ
」
と
結
ん
で
い
る
。
「
男
の
可
愛
げ
」
は
、

田
辺
作
品
、
こ
と
に
恋
愛
小
説
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
の
一
首

か
ら
も
、
第
六
回
が
夫
婦
愛
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

二
、
三
、
四
首
目
と
八
首
目
は
、
妻
に
先
立
た
れ
た
悲
し
み
を
詠
じ
た
歌
で
あ
る
。
夫
婦
愛

の
テ
ー
マ
に
死
別
の
歌
を
選
ぶ
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
四
首
目
を

見
る
と
、
そ
の

意
図
が

納
得
出
来
る
。
「
な
ん
と
い
う
幸
福
な
人
だ
ろ
う
、
黒
髪
が
白
く
な
る

ま
で
妻
の
声
を
き
く
と
は
」
の
意
で
、
妻
の
死
を
悼
ん
で
は
い
な
い
が
、
妻
を
失
っ
た
悲
し
み

か
ら
、「

共
白
髪
で
夫
婦
で
年
老
い
た
幸
せ
な
人
々
を
羨
む
」
歌
で
あ
る
。「
夫
婦
と
い
う
も
の

の
妙
諦
は
『
仲
良
く
長
生
き
す
る
』
こ
と
に
尽
き
る
よ
う
な
気
も
し
て
い
る
」
と
鑑
賞
し
て
い

る
。
死
別
の
歌
に
よ
っ
て
、
夫
婦
愛
を
し
み
じ
み
と
痛
感
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
五
、
六
首
は
、
独
り
寝
の
寂
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
六
首
目
の
「
我
が
背
の
君

と
二
人
し
て
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
か
、
こ
の
降
る
雪
が
嬉
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
に
」
と
言
う
歌
は
、
現
実
に
は
、
冷
た
い
雪
の
降
る
夜
の
、
寂
し
い
独
り
寝
を
嘆
い
て
い
る

心
情
を
、
反
実
仮
想
に
よ
っ
て
「
品
の
い
い
あ
ま
え
ぶ
り
」
の
歌
に
託
し
て
い
る
。

死
別
や

独
り
寝
の
歌
を
、
「
夫
婦
愛
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

収
斂
し
て
ゆ
く

手
法
は
見
事
で
あ

る
。
七
首
目
に
は
娘
の
夫
婦
仲
を
案
じ
た
歌
が
置
か
れ
、
九
首
目
と
十
首
目
に
は
、
憶
良
の
妻

子
を
思
う
歌
が
配
さ
れ
て
い
る
。
夫
婦
愛
の
テ
ー
マ
は
、
娘
と
そ
の
夫
、
そ
の
子
供
へ
と
展
開

し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

憶
良
の
歌
に

関
し
て
の
、
「

長
い
人

生
経

験
、

漢
文

学
の

素
養
、
そ
う
い
う
も
の
が

底
に
あ

り
、
あ
る
意
味
で
は
図
太
い
歌
で
あ
る
。
時
に
理
屈
が
あ
り
、
理
づ
め
に
な
り
、
む
き
つ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
か
わ
り
、
歌
の
常
識
の
枠
を
と
っ
ぱ
ら
い
、
自
由
自
在
で
あ
る
」、「

恥
ず
か
し

い
ば
か
り
人
間
の
真
情
を
直
截
に
う
た
い
切
る
」
と
い
う
、
全
般
的
な
作
風
に
対
す
る
鋭
い
鑑

賞
も
興
味
深
い
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
『

萬
葉
百
首
散
歩

』
は
、

古
典
に

対
す
る

造
詣
に
よ
る

短
歌

鑑
賞

が
羅
列
的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
如
く
に
、
有
名
無
名

の
作
者
の
歌
を
用
い
て
、
現
代
人
に
通
じ
る
人
間
の
真
情
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
田
辺
聖
子

の
古
典
エ
ッ
セ
イ
の
方
法
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

六
、
お
わ
り
に

『
万
葉

集
』
は
千
二
百
年

以
上

読
み

継
が
れ
て
き
た
我
が

国
最

古
の
歌

集
で
あ
る
。
「

令
和
」

と
い
う
新
元
号
の
典
拠
と
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
近
年
に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
て
い
る
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が
、
見
て
き
た
ご
と
く
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
享
受
も
ま
た
、
現
代
以
上
に
熱
狂

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
古
典
文
学
は
、
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
解
釈
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
る
が
、『
万
葉
集
』
ほ
ど
、
そ
の
変
動
が
激
し
い
古
典
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
取
り
上
げ
た
田
辺
聖
子
の
『
萬
葉
百
首
散
歩
』
に
も
、
『
万
葉
集
』
に
対
す
る
読
み
の

変
化
に
触
れ
た
箇
所
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
田
辺
聖
子
は
、
い
か
な
る
時
代
に
も
通
じ
る
人

間
の
真
情
を
歌
っ
た
作
品
と
し
て
の
『
万
葉
集
』
を
、
提
示
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

『
萬
葉
百
首
散
歩
』
は
、
歌
や
歌
人
に
関
す
る
知
識
を
披
瀝
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
は
い

な
い
。
ま
た
、
歌
の
鑑
賞
を
羅
列
し
た
も
の
で
も
な
い
。
題
目
が
示
す
よ
う
に
、
あ
た
か
も
目

的
地
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
四
季
折
々
の
景
色
や
道
す
が
ら
の
花
を
見
た
り
、
途
中
の
寄
り

道
も
あ
り
が
ち
な
気
の
向
く
ま
ま
の
散
歩
の
よ
う
な
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
、

各
回
に
は
歌
を
ま
と
め
る
ゆ
る
や
な
テ
ー
マ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
は
、
自
然
の
景
物
や
、

古
人
の
生
や
心
へ
の
感
動
と
、
人
を
愛
す
る
こ
と
や
生
き
る
こ
と
へ
の
気
づ
き
に
満
ち
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
田
辺
文
学
に
通
底
す
る
テ
ー
マ
が
見
出
せ
る
。

田
辺
聖
子
の
古
典
エ
ッ
セ
イ
は
、
古
典
の
紹
介
や
言
葉
の
解
釈
に
終
始
す
る
次
元
で
書
か
れ

て
は
い
な
い
。
和
歌
を
詠
じ
る
歌
人
、
有
名
無
名
の
人
々
を
主
人
公
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー

リ
ー
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
田
辺
文
学
と
地
続
き
の
作
品
世
界
だ
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

田
辺
聖
子
が
残
し
た
数
多
の
古
典
エ
ッ
セ
イ
は
、
田
辺
文
学
の
一
環
と
し
て
捉
え
位
置
づ
け

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
『
日
本
児
童
文
学
大
系
』
第
六
巻
（
一
九
七
八
年
、
ほ
る
ぷ
出
版
）
の
解
説
に
、「
私
は

昭
和
十
四
年
頃
か
ら
『
少
女
の
友
』
を
と
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。

（
２
）
（
１
）
と
同
書
の
解
説
。

（
３
）
本
学
田
辺
聖
子
文
学
館
所
蔵
。
三
号
ま
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
少
女
草
』
二
号
（
一
九
四
三
年
一
月
発
行
）

（
５
）
『
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
』（
二
〇
〇
九
年
、
ポ
プ
ラ
文
庫
）
に
よ
る
。

（
６
）
『
少
女
の
友
』
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
年
）
三
月
号
。

（
７
）
（
５
）
と
同
書
。

（
８
）
（
５
）
と
同
書
。

（
９
）
『
文
車
日
記
―
私
の
古
典
散
歩
―
』（
一
九
七
四
年
一
一
月
、
新
潮
社
刊
）。

（

10）
『
D
A
M
E
』（
一
九
八
四
年
七
月
創
刊
号
、
主
婦
之
友
社
刊
）
に
よ
る
。

（

11）
一
九
八
四
年
一
一
月
七
日
。

（

12）
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
一
月
、
主
婦
之
友
社
刊
。
引
用
は
二
〇
一
七
年
の
復
刻
に

よ
る
。

（

13）
（

10）
と
同
書
に
よ
る
。

（

14）
（

10）
と
同
書
に
よ
る
。

（

15）
小

川
靖

彦
『
万
葉
集
と
日
本
人
』
（
二
〇
一
四
年
、

K
A
D
O
K
A
W

A
）
に
、

当
時
の

万
葉
享
受
が
詳

述
さ
れ
て
い
る
。

（

16）
（

10）
と
同
書
に
よ
る
。

（

17）
『
D
A
M
E
』
一
九
八
四
年
九
月
号
に
よ
る
。
同
歌
の
解
説
文
も
全
て
同
書
に
よ
る
。

（

18）
（

17）
と
同
書
に
よ
る
。

（

19）
『
D
A
M
E
』
一
九
八
五
年
一
月
号
に
よ
る
。
同
歌
の
解
説
文
も
全
て
同
書
に
よ
る
。

（

20）
『
懐
風
藻
』（『
日
本
古
典
文
字
大
系
』
第
六
九
巻
、
一
九
六
四
年
、
岩
波
書
店
）
所
収
。

（

21）
（

10）
と
同
書
に
よ
る
。

（

22）
（

10）
と
同
書
に
よ
る
。

（

23）
『
D
A
M
E
』
一
九
八
四
年
八
月
号
に
よ
る
。

（

24）
『
D
A
M
E
』
一
九
八
五
年
二
月
号
に
よ
る
。

（

25）
（

24）
と
同
書
に
よ
る
。

（

26）
（

23）
と
同
書
に
よ
る
。

（

27）
『
D
A
M
E
』
一
九
八
四
年
九
月
号
に
よ
る
。

（

28）
『
D
A
M
E
』
一
九
八
四
年
一
二
月
号
に
よ
る
。

（9）
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Tanabe Seiko’s Approach to Classical Literature in Man’yo Hyakushu Sampo

Faculty of Liberal Arts, Department of Japanese Language and Literature
Shuko NAKA

Abstract

Tanabe Seiko is a novelist well known for her romantic stories. She wrote many exquisite, academic
essays on Japanese classical literature, and undeservedly they have been hardly discussed. This paper, focus-
ing on Man’yo Hyakushu Sampo, reveals that she translates Man’yoshu not only into contemporary, vivid
Japanese with her accurate knowledge on classics, but also into the contemporary, empathic stories similar
to her own novels. Consequently, it can be considered that Tanabe’s essays on classical literature are her
another fictional world created by method and techniques of her own fiction.

Keywords: Tanabe Seiko, Man’yoshu, Man’yo Hyakusyu sampo, Tanabe Seik’ essays


